
　

川
崎
市
幸
区
は
、
２
０
７
名
の
民
生

委
員
児
童
委
員
（
以
下
、
委
員
）
で
地

域
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

区
の
現
状
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
３
万
７
千
人
で
、
高
齢
化
率
は
約

25
％
で
す
。
工
場
の
跡
地
に
建
設
さ
れ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
群
と
従
来
か
ら
の
戸
建

家
屋
が
混
在
し
て
い
る
地
域
で
す
。

　

各
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
以
下
、
民
児
協
）
は
、
子
育
て
支
援
活

動
も
活
発
に
行
っ
て
お
り
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き

る
地
域
と
い
え
ま
す
。

　

御
幸
西
第
一
地
区
民
児
協
で
は
、
下

平
間
老
人
い
こ
い
の
家
で
「
バ
ン
ビ
ひ

ろ
ば
」
と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
乳
幼
児
が
委
員
と
遊
び
、
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親
同
士
は
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、
家
庭

と
は
異
な
る
世
代
、
相
手
と
の
交
流
を

楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
や
、
市

立
保
育
園
の
先
生
に
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
事
を
相
談
し
た
り
、
助
言
を
得
た

り
す
る
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
毎
回
多

く
の
親
子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

御
幸
西
地
区
社
協
が
運
営
す
る
、
誰

で
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
交
流
ス

ペ
ー
ス
「
塚
越
の
陽
だ
ま
り
」
の
運
営

に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
お

茶
を
飲
ん
で
い
る
中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
ハ

イ
ハ
イ
し
、
小
学
生
が
宿
題
を
し
て
過

ご
す
な
ど
、
世
代
関
係
な
く
自
然
と
声

掛
け
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
委
員
は
、
地
域
社
会
の
中
で

生
活
上
の
支
援
や
助
言
が
必
要
な
方
に

隣
人
愛
と
誠
意
を
持
っ
て
接
し
、
幸
せ

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
自
身

も
人
格
と
識
見
を
高
め
、
明
朗
で
健
全

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
委
員
の

「
福
祉
の
心
」
だ
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
行
事
と

し
て
、
市
民
児
協
で
は
、
５
月
23
日
に

川
崎
市
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
行

い
ま
す
。
１
，
９
０
０
席
は
ご
来
賓
の

方
々
と
新
旧
の
委
員
で
満
席
に
な
る
予

定
で
す
。
荘
厳
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

演
奏
で
民
生
委
員
の
歌「
花
咲
く
郷
土
」

を
歌
う
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
御
幸
西
第
一
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
）

福
祉
の
心
を
私
た
ち
の
活
動
の
原
点
と
し
て

 

御
幸
西
第
一
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
川
崎
市
幸
区
）

「塚越の陽だまり」の節分。鬼に扮し
た町内会の役員めがけ、カラーボール
を豆の代わりに投げて鬼を追い払う

幸区民祭ではお揃いのベストを着て
「花咲く郷土」を歌い、委員活動をＰＲ

　民生委員制度の始まりは、第
一次世界大戦末期、大正６（1917）
年５月12日に防貧対策として岡
山済世顧問設置規定が公布され
たことに由来するものです。
　全国民生委員児童委員連合会
では、この日を記念して、５月
12日を民生委員・児童委員の日
と定め、５月12日から18日まで
の１週間を地域のみなさんに活
動を知っていただくための強化
週間として取り組みを進めてい
ます。

５月12日は
民生委員児童委員の日
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